
羽幌町移住ガイドブック及び PR 動画製作業務に係る 

公募型プロポーザル方式実施要領 

 

１ 目的 

  この要領は、羽幌町移住ガイドブック及び PR 動画製作業務（以下「本業務」という。）

を実施するに当たり、公募型プロポーザル方式により最も優れた事業者を選定するため、

必要な事項を定めるものである。 

 

２ 業務概要 

（１）業務の名称 

   羽幌町移住ガイドブック及び PR 動画製作業務 

（２）概要 

   羽幌町における移住定住を促進するため、移住検討者や移住に興味がある方々に対し、

まちの地域資源や魅力を紹介するとともに、最も重要視される町内企業の求人情報を盛

り込んだ冊子を作成するものである。また、まちの知名度向上とイメージアップを図る

ため、羽幌町の魅力を効果的に発信するための PR 動画を製作し、移住定住の促進、関

係人口の創出・拡大ひいてはふるさと納税の寄附にもつなげていくことを目的とする。 

（３）業務委託内容 

   別添「仕様書」のとおり 

（４）契約期間 

   契約締結の日から令和 8 年 3 月 13 日（金） 

（５）優先交渉権者 

   公募型プロポーザル方式により選定された 1 事業者を優先交渉権者とする。 

（６）委託上限額 

   2,978,000 円（消費税及び地方消費税を含む。） 

  ※この金額は、企画提案のため設定した金額であり、実際の契約金額とは異なる。 

 

３ 応募スケジュール 

  本業務の応募スケジュールは、次のとおり予定する。 

（１）公募開始         令和 7 年 3 月 14 日（金） 

（２）参加表明書の提出期限   令和 7 年 3 月 28 日（金） 

（３）企画提案書の提出期限   令和 7 年 4 月 7 日（月） 

（４）プレゼンテーション審査  令和 7 年 4 月 14 日（月）※予定 

（５）優先交渉権者の決定    令和 7 年 4 月 15 日（火）※予定 



 

４ 応募資格 

  次に示す要件をすべて満たすものとする。 

（１）地方自治法施行令第 167 条の 4 の規定に該当しないものであること。 

（２）会社更生法に基づく更生手続開始の申立て、または民事再生法に基づく再生手続の申

立てがなされていないものであること。 

（３）羽幌町競争入札参加資格関係事務取扱要綱第 8 条の規定により指名停止を受けていな

いものであること。 

（４）暴力団、暴力団員または暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有すものではない

こと。 

（５）北海道内に本社、支店または営業所もしくは事業所を有すること。 

（６）仕様書に記載する業務と同程度の実施実績を有すること。 

 

５ 企画提案の応募について 

（１）参加を希望する者は、次に掲げる書類を提出すること。 

  ①参加表明書（様式 1） 

  ②事業者概要（様式 1-2） 

  ③業務実績書（様式 1-3） 

  ④企画提案書（任意様式） 

   ※作成については「７ 企画提案書について」を参照すること。 

（２）書類の配布について 

  ①配布方法：羽幌町ホームページよりダウンロード 

  ②配布期間：公募開始の日から令和 7 年 3 月 28 日（金）正午まで 

（３）提出先 

   羽幌町地域振興課政策推進係 

   〒078-4198 北海道苫前郡羽幌町南町１番地の１ 

（４）提出期限 

  ・参加表明書等 令和 7 年 3 月 28 日（金）午後 5 時 00 分まで 

  ・企画提案書  令和 7 年 4 月 7 日（月）午後 5 時 00 分まで 

（５）提出方法 

   持参または郵送による 

   ※提出期限までにすべての書類の提出がない者は、無効とする。 

（６）提出部数 

  ・参加表明書、事業者概要、業務実績書  各 1 部 



  ・企画提案書    9 部（原本：1 部、副本：8 部） 

  ・見積書      1 部 

 

６ 事前審査について 

  参加希望者が多数の場合は、提出された書類により事前審査を行い、プレゼンテーシ 

ョンに参加する事業者を選定することがある。 

 

７ 企画提案書について 

（１）企画提案書の構成 

   企画提案書は次に掲げる書類で構成すること。 

  ①企画提案書（任意様式） 

  ②事業スケジュール（任意様式） 

  ③見積書（任意様式） 

（２）留意事項 

  ①企画提案書 

   ア 企画提案書は A4 判とし、下部にページ番号をふること。 

   イ A3 判を使用する場合は、A4 判に折り込むこと。 

   ウ 専門的な知識を持たない者でも理解できるよう、分かりやすい表現を心がけるこ 

    と。 

   エ 副本は全ページにおいて「法人名」を記載しないこと。 

  ②見積書関係 

   ア 代表者印を押印すること。 

   イ 宛先は、「羽幌町長」とすること。 

   ウ 事業費の見積もりは、各事業で区分すること。その他の記載方法は各社の仕様で 

    掲載したもので構わない。 

  

８ 受託者の選定 

（１）選定委員会の設置 

   羽幌町は、優れた企画提案者を選定するため、業務受託者選定委員会（以下「選定委

員会」という。）を設置する。選定委員会は、提案審査により優秀提案者を選定する。 

（２）優先交渉権者の決定等 

   羽幌町は、選定委員会の審査を受けて総合点数が最も高い優秀提案者を優先交渉権者 

  として決定する。優先交渉権者との交渉が整わなかったときは次順位の優秀提案者と交

渉する。 



（３）企画審査会（プレゼンテーション） 

  ①日時   令和 7 年 4 月 14 日（月）※予定（時間等詳細は別途通知） 

  ②場所   羽幌町役場 ２階 幹部会議室 

  ③発表時間 20 分（終了後、10 分程度質疑応答を行う。） 

  ④その他  プレゼンテーションの順番は羽幌町において任意に定め通知する。 

（４）選定結果の通知について 

   審査終了後、選定結果を提案者に個別に通知する。 

 

９ 選定基準 

評価項目 評価の視点 

業務の理解度及び

取組意欲 

・業務の目的を理解し、仕様書に記載されている事項につい

ての提案であるか 

・実施意欲をもって明瞭かつ誠実に説明しているか 

業務実績の有無 
・当該業務に関連した実績があって、業務を遂行するに当た

り、十分な知見を有しているか 

実施体制 

・業務内容に対して類似実績の業務経験や専門知識を有する

人員が配置されているか 

・羽幌町の要望等に迅速、柔軟に対応できる体制が備わって

いるか 

スケジュール 
・スケジュールは妥当であり、確実に実施することが 

可能な計画となっているか 

ガイドブック 

訴求力 
・移住検討者が移住後の生活を想像できるよう 

な工夫がなされているか 

デザイン性 ・わかりやすいページ構成となっているか 

PR 動画 

訴求力 

・羽幌町の地域資源や魅力を十分に活用し、町の

知名度を大いに向上させることが期待できる

か 

デザイン性 
・わかりやすく、興味を抱かせる構成や演出と 

なっているか 

独自視点等 
・提案者の強みを活かした工夫（独創性）がみられるか 

・提案者の実績を活かした提案がなされているか 

事業効率性 
・事業実施に必要な見積りがなされているか 

・見積内容、積算根拠が提案内容と整合性が取れているか 



（２）選定委員会の委員が各提案についてそれぞれ審査を行う。 

（３）審査方法は、評価項目ごとの評価点数の合計点数で評価する。 

（４）審査の結果、総合点数の最も高い提案書を提出した事業者を優先交渉権者として 

  選定する。ただし、当該点数が同点の場合は、選定委員長の判断により選定する。 

（５）審査結果についての異議申し立てはできない。 

 

１０ 実施要領に関する質問の受付及び回答 

   本実施要領及び仕様書の内容に不明な点がある場合は、質問書の提出期限内に、次に

より質問書（様式 2）を提出すること。 

（１）提出期限 令和７年３月２５日（火）正午必着 

（２）提出方法 持参、郵送、ＦＡＸ、電子メール 

        ※電話や口頭では受付しない。 

（３）回答方法 電子メールにて回答 

 

１１ 提案の無効について 

   次のいずれかに該当する場合は無効とする。 

（１）提出期限を過ぎて企画提案書が提出された場合 

（２）提出書類に虚偽の記載があった場合 

（３）審査の公平性を害する行為を行った場合 

（４）見積金額が予算を超える場合 

 

１２ 契約の締結 

（１）選定委員会が選定した優先交渉権者と羽幌町が協議し、委託契約に係る仕様を確定 

  させたうえで契約を締結する。仕様書の内容を基本とするが、優先交渉権者と羽幌町 

との協議により最終的に決定する。 

（２）契約金額は、協議結果に基づき改めて見積書を徴取し決定する。なお、見積金額は 

  上限価格を超えないものとする。 

（３）委託料の支払いは、業務が終了した際に提出される報告書に基づき、羽幌町が検査 

  を行い、契約書に定められた内容に適合していることを確認したうえで支払いを行う。 

 

１３ 業務の適正な実施に関する事項 

（１）業務の一括委託の禁止 

   受託者は、受託者が行う業務を一括して第三者に委託し、または請け負わせることは 

  できない。ただし、業務を効率的に行ううえで必要と思われる業務については、羽幌町 



  と協議のうえ業務の一部を委託することができるものとする。 

（２）個人情報の保護 

   受託者は、業務を行うにあたって個人情報を取り扱う場合は、羽幌町個人情報の保護

に関する法律施行条例 （令和 5 年羽幌町条例第 9 号）を厳守しなければならない。 

（３）守秘義務 

   受託者は、業務を行うにあたり、業務上知り得た秘密を漏らし、または自己の利益の

ために利用することはできない。また、委託業務終了後も同様とする。 

（４）業務計画書の提出 

   受託者は、契約締結後速やかに本事業の実施計画、実施体制、スケジュール等を作成 

  し、羽幌町の承諾を得ることとする。また、業務の実施に当たっては、羽幌町と協議の 

  うえで進めることとする。 

（５）業務完了届の提出について 

   受託者は、業務完了後速やかに業務完了届を羽幌町に提出すること。 

 

１４ その他の留意事項 

（１）提出された企画提案書、見積書及び添付資料は返却しない。 

（２）企画提案書等の作成及び提出等プレゼンテーションに要する費用は、提案者の負担 

  とする。 

（３）書類提出後の企画提案書等の差し替え、追加、削除等は一切認めない。ただし、当方 

  から資料の追加を依頼する場合がある。 

（４）提出された企画提案書の審査内容、審査経過、審査採点結果について公表しない。 

（５）提案事業者が 1 社のみの場合であっても、選定委員会において提案内容の審査を行い、 

  選定の可否を決定する。 

（６）1 事業者あたり、提案は 1 件とする。 

（７）事業者は、参加表明書の提出をもって、この要領及び仕様書の記載内容を承諾した 

   ものとみなす。 

（８）提案にあたって、特許権等その他の法令に基づいて保護される第三者の権利の対象と 

  なるものを使用した際に生じる責任は、提案者が負う。 

（９）参加表明書及び企画提案書等の提出後、提案の辞退を行う場合にあっては、参加辞退 

届（任意様式）により書面にて申し出ることとし、提案辞退後の再提案は受け付けない。 

 

１５ 関係書類の提出及び本件のお問い合わせ 

  〒078-4198 北海道苫前郡羽幌町南町１番地の１ 

   羽幌町地域振興課政策推進係 



   電 話：0164-68-7013（課直通） 

   ＦＡＸ：0164-62-1219 

   Ｅ-mail：c-seisaku@town.haboro.lg.jp 

 


